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本書の利用に当たって 
 
１．想定している読者・利用者、建物の規模について  
 
本書は、中大規模木造建築物に用いる木質構造部材の製作（加工）を担う方、そして

木質構造部材を使って中大規模木造建築物の施工（現場での建方）を担う方の技術マ

ニュアルとしてお使い頂けるよう、基礎的な知識から、実践的な対応策まで広くカバ

ーしています。規模が大きなものについてはゼネコンが元請けとなって中大規模木造

建築が進められる場合が多いことから、下請けとして木材関係企業や建築関係企業が

参画する場合を想定して解説していますが、元請けとして中大規模木造建築を行う場

合にも必要となる木質構造部材製作業者の選定などについても取り上げています。ま

た、今後、一層増加することが予想される混構造についても扱っていますので、多く

の方々にご活用いただければと存じます。  
 
中大規模木造建築物については、本書において特段の定義づけは行っていませんが、

戸建て住宅以外はすべて該当するとお考えいただいて差し支えありません。あえて言

えば、階層は低層（３階建て以下）を含めたもので、延床面積は概ね５００㎡以上が

一つの目安ではないかと考えられます。また、ゼネコンが元請けとなる大規模のもの

もあれば、工務店が元請けとなるものなど様々な形態があると考えております。下請

けについても、集成材メーカーのように集成材の製造そのものから、接合部の加工、

そして現場の建方まで一貫して請け負うというものもあります。形態こそ様々ですが、

それぞれにおいて求められる知識や技術は概ねカバーできているのではないかと考え

ています。  
 
２．本書の構成について  
 
本書の構成については、第１編「木質構造の基礎知識」、第２編「木質構造部材の製作

（加工）」、第３編「中大規模木造建築物の施工」及び付録となっております。中大規

模木造建築に必要となる基礎知識を得たい方は第１編を、木質構造部材の製作（加工）

にご関心がある方は第１編と第２編、また、建方にご関心がある方は第１編と第３編

をお読み下さい。なお、加工の担当者であっても施工について理解しておくこと、逆

に施工の担当者であっても加工について理解しておくことがプロジェクトを円滑に進

めるうえで重要と考えられますので、専門分野を問わず、できるだけ第１編から第３

編まで目を通されることをお勧めします。なお、付録については、建設業法の許可、

安全衛生管理等について記述しております。第１～３編と同様に重要な事柄ですので、

是非、お読みいただきたいと考えております。 
 
3．木質構造材料について  
 
中大規模木造建築における柱や梁などの材料となる木質構造材料（製材、集成材等）

日ᮏ㎰ᯘ規᱁（㹈ࠊの࡛ࡍࡲࢀࡽồめࡀとࡇࡿ࠶࡛ࡽ᫂ࡀ⬟品質・ᛶࠊࡣて࠸ࡘ

㸿㹑）㐺合ࡓࡋ製品ࢆ⏝ࡇࡿࡍとࢆ๓ᥦとࡋておࡽࢀࡇࠋࡍࡲࡾの木質ᵓ造材料

の製造方ἲᢅࡣ࡛ࡲっておࠊࡀࢇࡏࡲࡾ木質ᵓ造材料のㄪ㐩࠸ࡘてࠊࡣ中大規模木

造建築ࢆᐇ㝿㐍めࠊ࡛࠼࠺ࡿ大ኚ㔜要࡞ポイント࡛ࡍの࡛ࠊヲࡃࡋㄝ᫂ࡋてࠋࡍࡲ࠸  
 
4㸬⢭ᗘᇶ‽࠸ࡘて 
 
ᮏ書࡛ྲྀࡆୖࡾてࡿ࠸加工ࡸ施工おࡿࡅ⢭ᗘ࠸ࡘて㏙ておきࠋࡍࡲ大᩿㠃部材ࠊ

とࡅࢃࡾ大᩿㠃㞟ᡂ材ࢆ⏝ࡓࡋ木造建築࠸ࡘてࠊࡣ部材の製造ࠊ加工及び建方

関ࠕࠊࡋ大᩿㠃木造建築物タ計施工ࣝࣗࢽ࣐ （ࠖ日ᮏ建築ࢭンࠊ࣮ࢱ㸯㸷㸶㸶ᖺ∧）

大᩿㠃木造建築物タ計施ࠋࡍࡲࡾてきておࢀࡽて㐍めࡋ⪄ཧࢆチ容ᕪࡓࢀࡉ♧➼

工ࡓࢀࡉ♧ࣝࣗࢽ࣐⢭ᗘᇶ‽と㕲㦵造関ࡋて建築Ꮫ会ࡀᥦၐࡋてࡿ࠸⢭ᗘᇶ‽

とࢆẚ㍑ࡿࡍとࠊ大᩿㠃木造建築物タ計施工ࡣࣝࣗࢽ࣐記㍕ࢀࡉてࠊࡀ࠸࡞࠸中

大規模木造お࠸てࡶ㕲㦵造の⢭ᗘᇶ‽ࡽ࡞ってタ定ࡀᚲ要と⪃ࡿࢀࡽ࠼ 定㡯┠

大᩿㠃木造建築物タ計ࠊ（࡞ࢀࡎ⨨トの࣮ࣝ࣎࢝ンࠊ（㛗㎶）࠸ࡏ）とࡇࡿ࠶ࡀ

施工ࣝࣗࢽ࣐お࠸てࠊࡣ 定㡯┠ࡈとのチ容ᕪとࡋて㸯ࡘの数್ࡀᥖࢀࡽࡆて࠸

管理チ容ᕪと㝈⏺チ容ᕪの２ᮏ立ࠊࡣ࡛‽㕲㦵造の⢭ᗘᇶࠊてࡋᑐのࡿ࠶࡛ࡅࡔࡿ

てと࡞ってࡇࡿ࠸と࡞の㐪ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ࠸後ࠊ㕲㦵造とのΰᵓ造ࡀቑ࠼てྍࡃ࠸

⬟ᛶࡇࡿ࠶ࡀとࡶ㋃ࡿ࠼ࡲとࠊ木質ᵓ造部材の加工⢭ᗘࡸ木質ᵓ造の建方⢭ᗘ࠸ࡘ

てࠊࡣ㕲㦵造ࢆཧ⪃ࠊࡘࡘࡋチ容್ࢆタ定ࡿࡍ 定㡯┠ࢆ現⾜の大᩿㠃木造建築物

タ計施工ࣝࣗࢽ࣐よࡶࡾᣑࡇࡿࡍとࡋࡑࠊて管理チ容ᕪ及び㝈⏺チ容ᕪの２ᮏ立

てとࡇࡿࡍとࡀᮃ࠸ࡋࡲの࡛࠸࡞ࡣとのᇶᮏⓗ࠼⪄࡞方立ࠊ୍ࡕ 連のチ容ᕪࢆ（）

とࡋてᥦ♧ࡋておࠋࡍࡲࡾ 
 
ᅇᥦ♧ࡓࡋ⢭ᗘ࠸ࡘてࡾࡣࠊࡣの᭤ࡾ及びᰕの᭤ࡾの管理チ容ᕪ及び㝈⏺チ容ᕪ

ࡋཝࡶࡾのチ容ᕪよࣝࣗࢽ࣐大᩿㠃木造建築物タ計施工ࡣよって┠定㡯 ࠊ࡞

ࡾ㕲㦵よࡣ木質ᵓ造部材の加工⢭ᗘࠊࡣて࠸ࡘࢀࡇࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀのࡶࡿ࠸って࡞ࡃ

施工ࠊ加工ࡓࡋᑐᛂ連のチ容ᕪ୍ࡓࡋ♧ᅇᥦࠊࡃከࡶとのពぢ࠸࡞ࡣとࡇࡿຎࡶ

࠼⪄のとࡶ࠸࡞ᇶᮏⓗࡣとࡇࡿࡍのࡶ࡞不ࡶࡾᚑ᮶よࢆ⏝木材ࡀとࡇ࠺⾜ࢆ

ておࠊࡀࡍࡲࡾᐇ㝿の加工ࡸ施工ᦠࡿࢃ現場関ಀ者のⓙᵝのࡈពぢࢆ⪥ࡶഴࡅて

 ࠋࡍࡲࡾてお࠼⪄と࠸ࡓき࠸
 
5㸬ㅮ⩦と㈨᱁࠸ࡘて 
 
ᮏ書࠸ࡘてࠊࡣ中大規模木造建築のᐇ㝿のᢸ࠸手ࢆ⫱ᡂࡓࡿࡍめのㅮ⩦⏝のࢫ࢟ࢸ

トとࡋて⏝ࠊࡋᇶ♏▱㆑ࢆ⩦ᚓࡋてࡓ࠺ࡽࡶめのᇶ♏ⓗ࡞ㅮ⩦のࠊᑗ᮶ⓗࡣ

加工ࡣ࠸ࡿ࠶施工関ࡿࡍᑓ㛛ⓗ࡞ㅮ⩦ࢆ㛤ദࡇࡿࡍとࡶ検ウࡋて࡞ࠋࡍࡲ࠸おࠊᑓ

㛛ⓗ࡞ㅮ⩦のಟ者ࡣḟのよ࡞࠺㈨᱁ࢆࡇࡿ࠼とࢆ定ࡋてࠋࡍࡲ࠸ᮏ書のㄝ᫂

の中࡛ࡽࢀࡇࠊࡶの㈨᱁ྡࡀⓏ場ࡋてࠊࡀࡍࡲ࠸部材の加工ࡸ現場の施工のᐇ質ⓗ࡞

㈐任者とࡋて⫋㈐ࢆᯝࠊࡍࡓୗㄳࡅの場合ࡣඖㄳࡅとの連⤡ㄪᩚᙜࡇࡿࡓとࡀ
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加工ࡣ࠸ࡿ࠶施工関ࡿࡍᑓ㛛ⓗ࡞ㅮ⩦ࢆ㛤ദࡇࡿࡍとࡶ検ウࡋて࡞ࠋࡍࡲ࠸おࠊᑓ

㛛ⓗ࡞ㅮ⩦のಟ者ࡣḟのよ࡞࠺㈨᱁ࢆࡇࡿ࠼とࢆ定ࡋてࠋࡍࡲ࠸ᮏ書のㄝ᫂

の中࡛ࡽࢀࡇࠊࡶの㈨᱁ྡࡀⓏ場ࡋてࠊࡀࡍࡲ࠸部材の加工ࡸ現場の施工のᐇ質ⓗ࡞

㈐任者とࡋて⫋㈐ࢆᯝࠊࡍࡓୗㄳࡅの場合ࡣඖㄳࡅとの連⤡ㄪᩚᙜࡇࡿࡓとࡀ
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ᮇᚅࢀࡉてࡶࡿ࠸の࡛ࠋࡍ（注㸸≉ղࠊࡣ建タ業ἲ࠺࠸主任ᢏ⾡者➼の⫋ົ㏆࠸

と⪃ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡀࡍࡲࢀࡽ࠼ἲ定の㈨᱁ࢆ௦᭰ࡶࡿࡍの࡛ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ） 
 

ձ木質ᵓ造材料加工管理ᢏ⾡者（加工関ࡿࡍᑓ㛛ⓗ࡞ㅮ⩦の受ㅮ・ಟ者） 
ղ木質ᵓ造工事管理㈐任者  （施工関ࡿࡍᑓ㛛ⓗ࡞ㅮ⩦の受ㅮ・ಟ者） 

 
ࡿ࠸ってᩚࡀ㈨᱁ไᗘࠊࡀࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡃ㡪␗ወࡸࡸࠊࡣて࠸ࡘ㈨᱁ྡࠊࡓࡲ

㕲㦵工事おࡿࡅ㈨᱁ྡ（㕲㦵製作管理ᢏ⾡者（㸯・２⣭）ࠊ㕲㦵工事管理㈐任者）ࡸ

建タ業ἲのチྍ業種ྡ（㗰ᵓ造物工事業）ࢆཧ⪃ࡋて⪃ࡶࡓࡋの࡛ࠋࡍ㕲㦵造の

建築⢭㏻ࡋてࡿ࠸業ࠊࡣẚ㍑ⓗ理ゎ࠸ࡍࡸࢀࡉの࡛࠸࡞ࡣと⪃࠼てࠋࡍࡲ࠸

中大規模木造建築ᑐᛂࡓࡋチྍ業種（ࠊࡤ࠼木質ᵓ造工事業࡞）の᪂タࢆᮃࡴ

ኌࡓࡋ࠺ࡇࠊࡣࡎࡲࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࡶㅮ⩦➼ࢆ㏻ࡌてࡿࡍ㈨᱁ࡀᗈࡃ社会ⓗㄆ▱

 ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ᚲ要とࡀとࡇࡃ࠸てࢀࡉ
 
６㸬お㢪࠸ 
 
と࠸࡞࠸てࢀ合のとᩚࠊࡀࡍ࡛ࡾࡶࡘࡓࡋࢆ大㝈⢭査᭱ࠊࡣて࠸ࡘトの内容ࢫ࢟ࢸ

ࠊࡤࢀ࠶ࡀᶵ会ࠋࡍࡲࡌとᏑࡤࢀ㈷ࢆពぢࡈ࠸࡞ᚷ៸のࠋࡍࡲ࠸とᛮ࠺ࢁ࠶ࡶࢁࡇ

内容の㏣加ࠊ⢭ᗘᇶ‽ྵࢆめࡓぢ┤࠸ࡓ࠸⾜ࡶࡋと⪃࠼ておࡍࡲࡾの࡛ࠊよࡃࡋࢁお

㢪ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸ 
 

日ᮏ㞟ᡂ材工業༠ྠ組合 
木ᵓ造⯆ᰴᘧ会社 

 

 

 

中大規模木造建築物の担い手講習テキスト 

～木質構造部材の製作（加工）・施工～ 
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ᮏ書の⏝ᙜࡓって 

 
第㸯編 木質ᵓ造のᇶ♏▱㆑ 

 
第㸯章 木質ᵓ造の概要 
1.1  木材のᛶ質 
1.2  部材の≉ᛶ 
1.3  木造建築の≉ᚩ 
1.4  木質ᵓ造の主࡞ᵓ造ᙧᘧ 
 
第２章 木質ᵓ造材料の種類 
2.1  ᵓ造⏝製材 
2.2  ᵓ造⏝㞟ᡂ材 
2.3 ᵓ造⏝༢ᯈ✚ᒙ材 
2.4 ┤㞟ᡂᯈ(CLT) 
2.5  ᵓ造⏝㠃材 
 
第３章 部材の接合 
3.1  接合方ᘧの種類とࡑの≉ᚩ 
3.2 ᭤ࡆ㝆అᆺ接合（ࣝ࣎トࣇࣜࢻࠊトࣆン࣮ࣗࣜࢡࢫࢢࣛࠊ） 
 接合ࣝ࣋ࢪ 3.3
3.4 接合部おࣉࢵࣜࢫࡿࡅとึᮇࢱ࢞ 
3.5 接合部の⤊ᒁ⪏ຊとኚᙧᛶ⬟ 
 
第㸲章 接合金物の概要 
4.1 接合金物の種類 
4.2 接合金物の規᱁ 
4.3 接合金物の製作 
��� 品質管理 
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